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１． はじめに 

当社は、平成１４年７月１６日付日本電機工業会通達（JEMA No．０２－１２８）により自社内設備

を調査した結果、自社製品の一部から微量ＰＣＢが検出されたことに伴い、平成１４年１０月１８日

付 経済産業省 製造産業局長通達（平成１４･１０･１７製局第２号）を受け、微量ＰＣＢの混入可能

性および原因の解明についての調査を実施してきましたので、その結果を下記の通り報告いたし

ます。 

 

２． 調査の実施 

調査にあたっては、適切なサンプル調査を実施するため、以下の事前確認を合わせて行いまし

た。 

 

２．１ 調査実施にあたっての事前確認 

 使用電気絶縁油の種類と品質管理状況、電気機器の種類と製造ライン、生産台数と油量の把

握、および製造工程・機器構成部材等での混入の可能性について実態調査を行いました。 

 

 （１） 使用電気絶縁油の種類 

 当社はすべてＪＩＳ規格にもとづいた電気絶縁油（以降、絶縁油という）の新油を使用して   

います。再生絶縁油（以降、再生油という）は使用していません。 

 

■ ＰＣＢ （ＪＩＳ Ｃ２３２１で定義されているもの） 
 
□ 新 油 

 □ 鉱 油 （ＪＩＳ Ｃ２３２０に定義されている絶縁油Ａ） 

   ■ 変圧器用絶縁油 〔以降、鉱油（ ト ラ ン ス 油 ） という 〕（ＪＩＳ１種） 

   ■ 日新蓄電器油           〔以降、鉱油（コンデンサ油）という 〕（ＪＩＳ７種） 

 

 ■ 合成油 （ＪＩＳ Ｃ２３２０に定義されている絶縁油Ａ ４種および５種） 
 

注）・用語の定義 

新 油  ：再生油等を使用していない使用前の絶縁油 

鉱 油  ：原油を精製した鉱油からなる絶縁油 

合成油 ：化学的に合成された芳香族炭化水素系の絶縁油 

再生油 ：使用済み絶縁油を原料として再精製した絶縁油 

・□は分類上の呼称、■は機器使用油 

 

 （２） 絶縁油の品質管理状況 

当社の絶縁油使用状況と品質管理状況等を調査しましたが、 

 ・すべて新油を使用していること。 

 ・１９７１年以降に油メーカーと品質協定を結んでおり、その中で異物等の混入防止とタンク

ローリーの車番指定等の記載があること。 

 ・１９８９年と２００２年に油メーカーよりＰＣＢ混入に関する不含見解書を入手していること、

および１９８９年に使用絶縁油のＰＣＢ分析を行い不含を確認していること。 

等により、ＰＣＢの混入の可能性はないものと考えておりました。 

 

なお、微量ＰＣＢが検出された２００２年８月以降は、すべての製造ライン内の絶縁油に微量 

ＰＣＢが混入していないことを一斉に確認するとともに、定期的に製造設備とタンクローリーの絶

縁油のＰＣＢ分析を行うことと、購入メーカーには検査成績書へのＰＣＢ不含の記載を求める等

自主管理を実施しています。 
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  ① 使用絶縁油別購入メーカーと使用履歴 

 鉱油は変圧器・リアクトル・放電コイル等に使用する 鉱油（トランス油）と、電力用コンデンサ

等に使用する鉱油（コンデンサ油）を区別して使用しています。 

 

製造ライン 
絶縁油種類・メーカー 

本社 Ｔ 工場 本社 Ｃ 工場 前橋 Ｌ 工場 

ＰＣＢ 鐘淵化学工業㈱ １９５９～７２年 １９５７～７２年 実績なし 

新日本石油㈱ ～現在 － １９８５～現在 

富士興産㈱ １９７０～７２年 － － 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ １９８７～現在 － － 

鉱油 

（ﾄﾗﾝｽ油） 

㈱関西テック １９８４～現在 － １９８５（輸出向） 

鉱油 

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 
新日本石油㈱ － ～１９８１年 １９７０～９６年 

呉羽化学工業㈱ － １９７１～９９年 － 

合成油 新日本 

   石油化学㈱ 
－ １９８０～現在 － 

再生油 － 実績なし 実績なし 実績なし 

 

  

  ② 絶縁油メーカーとの品質協定の確認 

 １９７０年代から絶縁油メーカーと品質協定を結んでおりますがＰＣＢ混入に関する記載はあり

ません。また１９７０年代以前の協定書の在否は不明です。 

 なお、鉱油（コンデンサ油）と合成油はコンデンサ専用油であり電力用コンデンサの性能に影

響することから、特別仕様に基づく絶縁油として品質協定を締結しています。その中で異物等

の混入防止とタンクローリー車番指定を取り決めています。 

 

品質協定 
鉱油 

（トランス油） 

鉱油 

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 
合成油 

品協呼称 
変圧器用 

絶縁油 

変圧器用 

絶縁油 

日新 

蓄電器油 

日新 

新蓄絶油 

（ＫＩＳ） 

ＮＩＣ 

（NISSIN 

INSULATION 

CONDENSER 

OIL） 

油メーカー 新日本石油 富士興産 新日本石油 呉羽化学工業 
新日本 

石油化学 

協定年月 １９８３年２月 １９７１年１０月 １９７８年９月 １９７２年８月 １９７９年１０月 

絶縁油特性指定 あり あり あり あり あり 

ＰＣＢ混入制限 なし なし なし なし なし 

ドラム缶指定 未使用 未使用 未使用 未使用 未使用 

タンクローリー 

指定 

変圧器絶縁油 

専用車 

車番登録 

変圧器絶縁油 

専用車 

車番登録 

同種電気絶

縁油専用車 

車番登録 

同種絶縁油 

専用車 

車番登録 

同種絶縁油 

専用車 

車番登録 
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  ③ 絶縁油メーカーのＰＣＢ不含見解 

 柱上変圧器の微量ＰＣＢ混入問題が起きた１９８９年にＰＣＢ不含見解書を初めて入手しており、

絶縁油に加えてタンクローリーについても記載があります。また２００２年７月には改めて入手し

ており、過去に遡っての内容となっています。  

 

１９８９年 年代 

油メーカー 絶縁油 タンクローリー 

２００２年 

  新日本石油 １１月 １１月 ７月 

  ジャパンエナジー １１月 １１月 ７月 

  関西テック １０月 １１月 ７月 

  新日本石油化学 １１月 １１月 ７月 

  呉羽化学工業 １１月 － ７月 

 

 (３) 油入り電気機器の種類と製造ラインの状況 

当社が生産した機器と製造ライン・年代は以下のとおりです。 

 

製造ライン 
機 器 絶縁油種類 

本社Ｔ工場 本社Ｃ工場 前橋Ｌ工場 

・ 変圧器  ・ リアクトル 

・ 放電コイル 
鉱油（トランス油） ～現在 － － 

鉱油（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） － ～１９８１年 － 
・ 電力用コンデンサ 

合成油 － １９７１～現在 － 

変圧器部 ～１９６９年 － １９７０～現在 ・ 計器用 

  変成器 コンデンサ部 

鉱油 

（ﾄﾗﾝｽ･ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） － ～１９６９年 １９７０～現在 

  

 （４） 油入り電気機器の生産台数と使用絶縁油量 （添付資料－１ 参照） 

 電力用コンデンサは台数の５１％、使用油量の４４％を占めています。 

 

〔生産台数（台）および使用絶縁油量（ｷﾛﾘｯﾄﾙ）〕 

機器種別  
１９５７～７２年度

（注１） 

１９７３～８９年度

（注２） 

１９９０～０２年度

（注３） 
合 計 

生産台数 2,767 1,670 1,427 5,864 
変圧器 

使用絶縁油量 7,303 10,495 8,904 26,701 

生産台数 17,183 23,084 17,259 57,526 
リアクトル 

使用絶縁油量 18,128 16,264 7,441 41,833 

生産台数 19,229 11,912 7,444 38,585 
放電ｺｲﾙ 

使用絶縁油量 1,155 715 447 2,316 

生産台数 35,919 124,472 98,421 258,770 
電力用ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

使用絶縁油量 22,601 35,176 14,513 72,117 

生産台数 19,967 29,110 15,791 64,868 
計器用変成器 

使用絶縁油量 3,992 5,822 3,158 12,973 

生産台数 8 48 14 70 （その他） 

直流高圧発生器 使用絶縁油量 46 534 251 831 

生産台数 158,330 204,954 140,356 503,640 
合 計 

使用絶縁油量 59,071 71,857 34,713 165,641 

注１）新油および PCB を使用した時期 

注２）新油のみを使用した時期 

注３）新油のみを使用し絶縁油メーカーより不含見解書の入手以降 
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 （５） 製造工程調査  

 

  ① ＰＣＢ機器並行生産時期の製造工程 

 新油とＰＣＢを並行使用していた時期での、新油使用機器とＰＣＢ使用機器の製造ラインは完

全に分離されており、製造ラインでの新油使用機器へのＰＣＢ混入の可能性はありませんでし

た。 

 

製造ライン 

調査項目 本社 Ｔ 工場 

(本社変圧器工場) 

本社 Ｃ 工場 

（本社ｺﾝﾃﾞﾝｻ工場） 

前橋 Ｌ 工場 

（前橋変成器工場） 

ＰＣＢ機器 

生産期間 
１９５９／１～１９７２／３ １９５７／１～１９７２／３ 製造実績なし 

製造ライン 

の分離 

 新油／ＰＣＢの取り扱いは

同一の建屋内ではあった

が、油の受入、注油場所、

注油配管、油処理設備等

は、完全に独立・専用化し

ていた。 

 

 新油／ＰＣＢの取り扱いは

完全に独立した別建屋で行

われており、油の受入、注

油場所、注油配管、油処理

設備等は、完全に独立・専

用化していた。 

 

ＰＣＢ油の 

受入・貯蔵 

 ドラム缶にて受入れ、その

まま貯蔵 

・１９５７～７０年 

ドラム缶にて受入れ、そ

のまま貯蔵 

・１９７０～７２年 

タンクロ－リーにて受入れ

専用の貯油タンクで貯蔵 

 

廃棄ＰＣＢ 

油の処置 

 ・廃油処理業者に委託処分 

 ・廃ＰＣＢ油と廃鉱油とは分別し処分 

（参考） 

 １９７０年より計器用変成

器の変圧器部分を本社変

圧器工場より、コンデンサ

部分を本社コンデンサ工場

より移管して製造を開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② ＰＣＢ機器並行生産時期における製造工程上の人的要因の調査 

新油とＰＣＢを並行使用していた時期においては、製造工程は人手に委ねられる作業が多い

ことから、当時の作業状況を調査しました。その結果人的ミスに起因したＰＣＢ混入を完全には

否定できませんが、想定される要因での新油使用機器へのＰＣＢ混入量は極微量であり且つ一

過性で、継続的なＰＣＢ混入要因とはならないと考えます。 

   

  ③ ＰＣＢ使用機器生産中止後の製造工程 

 １９７２年にＰＣＢ機器生産中止後は製造ラインを撤去し、製造設備および機器は廃棄物として

適正に保管し、ＰＣＢ油は油メーカーに返却しています。したがって製造ラインでのＰＣＢ混入の

可能性はありませんでした。 

 

④ 電気機器の製造に使用した部品・材料等の調査 

機器製造上の部品・材料としては、ＰＣＢ機器を製造していた時期の絶縁油としてＰＣＢを使用

した以外には、ＰＣＢ（添加物含む）は使用していませんでした。また機器内部でのＰＣＢ溶出・生

成は無いと考えます。 

 

２．２ サンプル調査 

自主調査により微量ＰＣＢが検出されたことにより、通達に基づく微量ＰＣＢ含有の有無の判

別（範囲の特定）および混入原因を解明するため自社保有品および変圧器等のユーザーのご

協力をいただきサンプル調査を実施しました。 
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 （１） 調査の要領 

・自主調査での検出事例において、微量ＰＣＢが検出された機器については、機器の種類、製造

年、製造ライン、型式、絶縁油メーカーを調査した上で、当該機器の製造年およびその前後年

に製造された機器からサンプルを抽出する。 

・調査期間および検体数は、自主調査で検出された事例期間での製造ライン、油種類、機器の

種類毎に１検体以上／年を目安とする。 

・上記以外の期間は製造ライン毎、５年毎を目途に１検体以上とする。 

 

 （２） サンプル調査の結果 （添付資料－２参照） 

合計９４件についてサンプル（自主含）調査し、内１１件から微量ＰＣＢが検出されました。 

 

  ① サンプル調査結果 

製造時期 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 合計 

調査数 ０ ３９ ３７ １８ ９４ 

検出数 ０ １０ １ ０ １１ 

検出率 － ２５．６ %  ２．７ %  ０ % １１．７ % 

 

 注）製造時期の定義 

      時期 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 

定義 

（使用油） 

 

製造ライン 

PCB 使用機器 

並行生産前 

（新油） 

PCB 使用機器 

並行生産時期 

（ＰＣＢ・新油） 

PCB 使用機器 

生産中止後 

（新油） 

絶縁油管理の 

強化時期 

（新油） 

本社Ｔ工場 ～１９５８年 １９５９～７２年 １９７３～８９年 １９９０年～ 

本社Ｃ工場 ～１９５６年 １９５７～７２年 １９７３～８９年 １９９０年～ 

前橋Ｌ工場 － － １９７０～８９年 １９９０年～ 

注）絶縁油管理の強化時期 ：絶縁油メーカーより不含見解書の入手以降。 

 

  ②サンプル調査で判明したこと 

□ ＰＣＢ使用機器並行生産のＢ時期から２５．６％の高い値で検出されている。 

□ ＰＣＢを使用していないＣ時期にも検出事例がある。 

□ ＰＣＢ不含見解書を入手したＤ時期からの検出事例はない。 

 

３． 調査データーの分析 

 

３．１ すべての調査結果 （添付資料－３、４ 参照） 

 サンプル調査実施中に並行してユーザーからの調査結果の連絡がありました。２００３年７月

末迄に報告のあったユーザーからの提供されたデーターと上記サンプル調査のデーターを含め

たすべての調査結果は以下のとおりです。 

 

全調査 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 合計 

全調査数 ９ １３０ １６４ ５５ ３５８ 

サンプル ０ ３９ ３７ １８ ９４ 
 

ユーザー ９ ９１ １２７ ３７ ２６４ 

 

全検出事例 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 合計 

全検出事例数 ３ ４０ ５ ０ ４８ 

サンプル ０ １０ １ ０ １１ 
 

ユーザー ３ ３０ ４ ０ ３７ 
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３．２ 検出事例の分類 （添付資料－３、４参照） 

 

 （１） 製造時期別分類 

 サンプル調査では事例のなかったＰＣＢを使用していないＡ時期、およびＰＣＢを全く使用して

いない工場（前橋Ｌ工場）のＣ時期からも検出事例がありました。Ｄ時期は全く検出事例があり

ません。 

 

製造時期 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 合計 

検出事例数 ３ ４０ ５ ０ ４８ 

  

（２） 絶縁油種類別分類 

 鉱油（トランス油）ではＣ時期の１９８６年まで検出事例がありますが、鉱油（コンデンサ油）では

Ｃ時期以降はありません。 

 合成油については検出事例が全くありません。 

 

絶縁油種類 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 

鉱油（ﾄﾗﾝｽ油） ３ ３３ ４ ○ 

鉱油（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） ○ ４ ○ ○ 

合成油   ○ ○ 
新油 

ＯＥＭ新油 － ３ １ － 

再生油 使用実績なし 

注） 数値：検出事例件数、 ○：検出事例なし、 －：調査事例なし 

 

 （３） 製造ライン別分類  

 本社Ｔ工場は継続的に検出事例がありますがその他については散発的となっています。 

又、本社Ｃ工場の合成油および前橋Ｌ工場の鉱油（コンデンサ油）からの検出事例は皆無で

す。 

 

製造ライン Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 

本社Ｔ工場 鉱油（ﾄﾗﾝｽ油） ３ ３３ ３ ○ 

鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) ○ ４ ○  
本社Ｃ工場 

合成油   ○ ○ 

鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油)   ○ ○ 
前橋Ｌ工場 

鉱油（ﾄﾗﾝｽ油）   １ ○ 

ＯＥＭ工場 鉱油 － ３ １ － 

注） 数値：検出事例件数、 ○：検出事例なし、 －：調査事例なし 
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（４） 電気機器別分類 

 Ｂ時期ではすべての鉱油使用機器から検出されています。またＡ時期ではリアクトルから、Ｃ

時期では変圧器・リアクトルと計器用変成器の変圧器部から検出されました。Ｃ時期においては

電力用コンデンサと計器用変成器のコンデンサ部からの検出事例はありません。 

 

機 器 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期 

変圧器（直流高圧発生器含）

リアクトル 

放電コイル 

鉱油（ﾄﾗﾝｽ油） ３ ２６ ３ ○ 

鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) ○ ２ ○  
電力用コンデンサ 

合成油   ○ ○ 

鉱油（ﾄﾗﾝｽ油） － ７ １ ○ 
 変圧器部 

鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油)   ○  

鉱油（ﾄﾗﾝｽ油）    ○ 
計器用変成器 

コンデンサ部
鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) ○ ２ ○ ○ 

ＯＥＭ機器 鉱油 － ３ １ － 
注） 数値：検出事例件数、 ○：検出事例なし、 －：調査事例なし 

 

（５） 検出濃度別分類 

 ２０ｐｐｍ以下が全体の９８％、５ｐｐｍ以下は全体の８１％を占めています。 

また、最高濃度は５４ｐｐｍでした。 

 

検出濃度 （ｐｐｍ） ＜0.5 0.5～2.0 2～5 5～10 10～20 20～50 50＜ 

検出数 １ ３０ ８ ５ ３ ０ １ 

累計構成比 2% 65% 81% 92% 98% 98% 100% 

 

 

４． 微量ＰＣＢ混入要因の調査 

 前項の事前確認、調査データーの分析のほかに、納入後の電気機器に対する保守履歴の調査、

および絶縁油メーカーの調査をしました。 

 

４．１ 検出事例に対する保守履歴の調査 

 ＯＥＭの４件以外は、当社独特の油完全密封構造（以下ＯＦ式という）を採用しており、油交

換や追加が本来は不要なことを特長としています。 

 油交換等に際しては、油量の調整が必要なため必ず当社が関与します。なお、性能を維持

するために新油を使用することを常としていますが、その管理記録等はほとんど残っておらず

油交換がなかったものと考えます。 

 

絶縁油交換あり 絶縁油交換なし 
絶縁油交換 

記録あり 記録なし 記録あり 記録なし 
ＯＥＭ 

検出事例数 １ － － ４３ ４ 

 

４．２ 絶縁油メーカーの調査 

 鉱油および合成油を購入している油メーカーより１９８９年と２００２年に不含見解書を入手して

おりますが、その後の調査により１９８９年以前は不含を証明する確証はありませんでした。なお、

当社が購入している合成油メーカーは鉱油の取り扱いはありませんでした。 

 日本電機工業会の調査では、柱上変圧器の微量ＰＣＢ混入問題を契機とした１９９０年以降は

絶縁油メーカーはＰＣＢ管理の強化が行われていること。また１９９０年に再生油の生産が中止

されていることが確認されています。 
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５． 混入要因に関する考察および見解 

 

５．１ 製造工程における混入の可能性 

 

□当社は１９７２年３月にＰＣＢ使用機器の製造を全面中止するとともに、ＰＣＢ廃棄物等について

は適切に保管・管理を実施してきました。 

□製造工程でＰＣＢを取扱ったＰＣＢ使用機器並行生産時期（Ｂ時期）は、新油使用機器と PCB 使

用機器の製造ラインは完全に分離されており、ＰＣＢ混入の可能性はないと考えます。 

□この時期（Ｂ時期）においては、製造工程は人手に委ねられる作業が多く人的ミスに起因したＰ

ＣＢ混入を完全には否定できませんが、２．１（５）②に記載のとおり継続的な微量ＰＣＢ混入要因

ではないと考えます。 

□機器製造上の部品・材料としては絶縁油としてＰＣＢを使用した以外には、ＰＣＢ（添加物含む）

は使用されておらず、ＰＣＢ混入の可能性はないと考えます。また機器内部でのＰＣＢ溶出・生成

はないと考えます。 

 

  以上より、製造工程における PCB 混入の可能性は要因のひとつとして否定できませんが、   

主要因ではないと判断します。 
 

５．２ 納入後の保守／メンテナンス時における混入の可能性 

  

□当社独自のＯＦ式電気機器は、絶縁油の交換等の作業に際し、油量調整等の特殊な技能が必

要なために、必ず当社が関与することと、性能維持のために新油を使用することを常としていま

す。 

 

  以上より、納入後の保守／メンテナンスに起因するＰＣＢ混入の可能性は、全く無いか、もしくは

極めて低いと判断します。 

 

５．３ 絶縁油への混入の可能性 

 

□１９８９年と２００２年に絶縁油（鉱油・合成油）の不含見解書を入手していますが、１９８９年以前

はそれを証明する確証はありません。 

□ 鉱油（トランス油）では、ＰＣＢを扱っていないＡ・Ｃ時期、および油交換等の記録が無くＰＣＢに全

く関係のない前橋Ｌ工場の機器から微量ＰＣＢの混入事例が出ています。 このことは鉱油（トラ

ンス油）が最初から汚染されていた可能性が高いと推察できます。 

□ 鉱油（コンデンサ油）はコンデンサ専用油であり電力用コンデンサの性能に影響することから、

品質協定締結後はタンクローリーの車番指定等をおこなっており微量ＰＣＢの混入がない可能

性が高いと考えます。 

□ 合成油はコンデンサ専用油であり電力用コンデンサの性能に影響することから品質協定書の締

結をおこないタンクローリーの車番指定等をおこなっていること、および合成油メーカーは鉱油

の取り扱いがないことから、微量ＰＣＢの混入がない可能性が高いと考えます。 

 

 以上より、鉱油（トランス油・コンデンサ油）については、当社が購入した段階で既に鉱油そのも

のに微量ＰＣＢが混入していた可能性は否定できないと判断します。しかしコンデンサ油に限り、品

質協定書の締結後は微量ＰＣＢの混入がない可能性が高いと判断します。 また合成油は微量Ｐ

ＣＢの混入がない可能性が高いと判断します。 
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６． 混入の可能性判別に関する考察および見解 

 

６．１ 微量ＰＣＢの混入がない可能性が高い年代・機器 

 

（１） １９９０年以降に製造したすべての油入り電気機器 

□１９９０年以降は絶縁油メーカーでのＰＣＢ管理の強化が行われている。またＰＣＢ混入原因の

疑いがある再生油の生産が中止されています。 

□１９８９年には、出荷絶縁油ならびにタンクローリーに対するＰＣＢ混入に対する不含見解書を

縁油メ－カ－から取得すると共に、絶縁油を分析し不含を確認しています。 

□１９９０年以降のすべての機器からのＰＣＢ検出事例はありません。 

 

 以上より、１９９０年以降に製造したすべての油入り電気機器については、微量ＰＣＢの混入が

ない可能性が高いと判断します。 

 

（２） １９７９年以降に製造した鉱油（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油）を使用した電気機器 

□コンデンサ油は電力用コンデンサの性能に影響することから、特別仕様に基づく鉱油です。絶縁

油メーカーとの品質協定を１９７８年に結んでおり、その中で異物等の混入防止とタンクローリー

車番指定の取り決めがあります。したがって品質協定締結後の１９７９年以降は微量ＰＣＢの混入

がない可能性が高いと考えます。 

□１９７３年以降のＰＣＢ検出事例はありません。 
 
 以上より、１９７９年以降の鉱油（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油）使用電気機器は、微量ＰＣＢの混入がない可能性

が高いと判断します。 

 

（３） 合成油を使用した電気機器 

□コンデンサ専用の化学合成油であり、当社購入の合成油メーカーは鉱油を取り扱っていません。 

□コンデンサ油は電力用コンデンサの性能に影響することから、特別仕様に基づく合成油です。合

成油メーカーとの品質協定を１９７２年に結んでおり、その中で異物等の混入防止とタンクローリ

ー車番指定の取り決めがあり、微量ＰＣＢの混入がない可能性が高いと考えます。 

□合成油からのＰＣＢ検出事例はありません。 

 

 以上より、合成油使用電気機器は、微量ＰＣＢの混入がない可能性が高いと判断します。 

 

６．２ ＰＣＢ混入の可能性が否定出来ない年代・機器 

□上記６．１項以外の機器についてはＰＣＢ混入の可能性を否定出来る根拠はありません。 

 

以上より、上記６．１項以外の油入り電気機器については、微量ＰＣＢ混入が否定出来ないと判

断します。 
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７． まとめと今後の対応 

 

７．１ 調査結果のまとめ 

 

(１) 微量ＰＣＢ混入の要因については、ＰＣＢの使用禁止以前はＰＣＢの混入を問題視していない時

期のために分析デ－タ－や管理記録類もなく、当時の製造設備等も撤去されていて検証も出来

ないことから、過去に遡ってこれ以上の原因解明と汚染範囲の特定は困難です。 

 

(２) ５、６項の見解から微量ＰＣＢ混入の可能性の範囲について製造条件別にまとめると、以下とな

ります。 

 

製造条件 微量ＰＣＢ混入の可能性の範囲 

製造 

ﾗｲﾝ 
機器種類 絶縁油種類 

混入が否定出来ない 

期間 

混入がない可能性が高い

期間 

本社Ｔ 

変圧器 

リアクトル 

放電コイル 
直流高圧発生器 

鉱油 

(ﾄﾗﾝｽ油) 
～１９８９年 １９９０年以降 

鉱油 

(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) 
～１９７８年 １９７９年以降 

本社Ｃ 
電力用 

コンデンサ 
合成油 ――― すべて 

鉱油 

(ﾄﾗﾝｽ油) 
～１９８９年 １９９０年以降 

計器用変成器 

（変圧器部） 鉱油 

(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) 
～１９７８年 １９７９年～１９８５年 

鉱油 

(ﾄﾗﾝｽ油) 
――― １９９６年以降 

前橋Ｌ 

本社Ｔ 

本社Ｃ 
（注） 

計器用変成器 

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ部） 鉱油 

(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油) 
～１９７８年 １９７９年以降 

注） １９６９年までは本社Ｔ／Ｃで製造、１９７０年以降前橋Ｌで製造 

 

７．２ 今後の対応 

 

（１） 絶縁油の管理 

今後製造する機器については、ＰＣＢ分析等絶縁油管理を継続することにより、微量ＰＣＢ混

入が発生せぬよう務めます。 

 

（２） ＰＣＢ処理等に関連する技術情報の提供 

今後ユーザーの設備廃却が進むにつれてＰＣＢ処理対象機器が増加することが想定される

ことから、今後、微量ＰＣＢ混入問題は大きな社会的問題に発展していくとの認識にたち、引き

続き微量ＰＣＢ混入事例の把握に努めるとともに、微量ＰＣＢ混入機器の処理に向けた国の機

関での検討（当社として貢献可能な技術的課題等）に協力していきます。また、ＰＣＢの簡易分

析法の早期開発に対する協力もおこなっていきます。 
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（３） ユーザー窓口体制の継続と個別対応 

微量ＰＣＢ混入機器に関する情報の公開とユーザーへの対応が重要となることから、「お客

様対応窓口体制」の継続とユーザーへの情報公開をホームページへの記載等と合わせて実施

するとともに、修理・点検・絶縁油の交換などのメンテナンス履歴等のエビデンスの管理が重要

なことから、これらについての情報提供や助言をおこなっていきます。 

 

（４） 保守・メンテナンス等に関連する技術情報の提供 

さらに、保守・メンテナンス時の電気機器等の取り扱いについての情報の提供、微量ＰＣＢ混

入機器に関する技術情報の提供、ＰＣＢ分析機関の情報の提供もおこないます。 

 

以 上 



　油入り機器別生産台数・使用油量及び絶縁油メーカー別使用期間　 添付資料－１

＜年度＞ 日新電機（株）

製造ライン 油種別
機器名
油ﾒｰｶ

台数
油量

'57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02　 合計

ＰＣＢ 変圧器 台数(台) 98

油量(KL) 88

リアクトル 台数(台) 247

油量(KL) 32

放電コイル 台数(台) 6

油量(KL) 0.4

鉱油 変圧器 台数(台) 5,864

（ﾄﾗﾝｽ油） 油量(KL) 26,701

リアクトル 台数(台) 57,526

油量(KL) 41,833

放電コイル 台数(台) 38,585

油量(KL) 2,316

（その他） 台数(台) 70

直流高圧発生器 油量(KL) 831

ＰＣＢ 台数(台) 45,673

油量(KL) 1,151

鉱油 台数(台) 54,872

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 油量(KL) 42,192

合成油 台数(台) 203,898

油量(KL) 29,925

生産中止

ＰＣＢ 台数(台) ’７１生産停止 52

油量(KL) 　すべて本社で生産 10

鉱油 台数(台) 64,868

油量(KL) 12,973

ﾄﾗﾝｽ油に統合

輸出向けスポット購入

　油入り遮断機 台数(台) 以降 生産停止 77,915

油量(KL) －

製造ライン 油種別
機器名
油ﾒｰｶ

台数
油量

'57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02

不明（原則として油は付属せずに納入）

15,791

3,158

63,257 14,658

98,421

14,513

53

10

117

104,097

15,468

1,422

20,375

19,708

7,444

447

1,670

10,495

1,427

8,904

17,259

7,441

19,229

23,084

16,264

11,912

2,767

7,303

17,183

18,128

6

0.4

98

88

249

32

計器用
　　　変成
器

計器用
　　　変成
器

電力用
　コンデン
サ

電力用
　コンデン
サ

電力用
　コンデン
サ

本社
Ｔ工場

本社
Ｃ工場

前橋
Ｌ工場

新日本石油化学㈱

鐘淵化学工業㈱

新日本石油㈱

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ

㈱関西テック

富士興産㈱

㈱関西テック（ﾄﾗﾝｽ
油）

新日本石油（ﾄﾗﾝｽ油）

新日本石油㈱（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油）

鐘淵化学工業㈱

鐘淵化学工業㈱

新日本石油㈱

呉羽化学工業㈱

1,155

19,967

3,992

29,110

5,822

715

45,673

1,151

34,497

22,484

8 48 14

46 534 251

'６９迄本社Ｔ＆Ｃで生産 '７０より前橋Ｌで生産開
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添付資料－２

　微量ＰＣＢ調査分析結果【サンプル（自主含）】　（２００３年 7月３１日現在） Ａ時期：ＰＣＢ機器並行生産前  Ｂ時期：ＰＣＢ機器並行生産時期　Ｃ時期：PCB機器生産中止後　Ｄ時期：絶縁油管理の強化時期

＜表記号＞　5.4 ：ｻﾝﾌﾟﾙ検出値・年代 0.9 ：自主検出値・年代 ：ﾕｰｻﾞによる検出年代

s29 s30 s31 s32 s33 s34 s35 s36 s37 s38 s39 s40 s41 s42 s43 s44 s45 s46 s47 s48 s49 s50 s51 s52 s53 s54 s55 s56 s57 s58 s59 s60 s61 s62 s63 h1 h2 h3 h4 h5 h6 h7 h8 h9 h10 h11 h12 h13 h14
Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期

製造ﾗｲﾝ 油種類 品種 分類＼年度 '54 '55 '56 '57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 合計 合計 合計 合計 合計

鉱油  変圧器 ＮＤ数 1 2 1 2 2 2 2 2 1 2 1 1 1 2 1 3 1 3 1 1 2 1 2 3 40 0 17 15 8
（ﾄﾗﾝｽ油）  ﾘｱｸﾄﾙ

 放電ｺｲﾙ 検出数 1 1 1 1 3 1 1 9 0 8 1 0
検出ﾃﾞｰﾀ 0.36 5.4 0.9 54 1.5 1.0 0.9
（ｐｐｍ） 6.9 年代 年代 年代 年代

1.7 ～58年 59～72年 73～89年 90～02年

鉱油 電力用 ＮＤ数 1 1 1 1 1 1 3 2 1 1 2 1 1 17 0 9 8 0
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） コンデンサ

検出数 1 1 0 1 0 0
検出ﾃﾞｰﾀ 2.3
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代

～56年 57～72年 73～89年

合成油 電力用 ＮＤ数 1 1 1 1 1 1 6 0 0 3 3
コンデンサ

検出数 0 0 0 0 0
検出ﾃﾞｰﾀ

年代 年代 年代
57～72年 73～89年 90～02年

鉱油 　計器用 ＮＤ数 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 15 0 3 7 5
（ﾄﾗﾝｽ油） 　　変成器
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 変圧器部 検出数 1 1 0 1 0 0

検出ﾃﾞｰﾀ 1.2
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代 年代

～58年 59～69年 70～89年 90～02年

鉱油 　計器用 ＮＤ数 1 1 1 1 1 5 0 0 3 2
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 　　変成器
（ﾄﾗﾝｽ油） コンデンサ部 検出数 0 0 0 0 0

検出ﾃﾞｰﾀ
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代 年代

～56年 57～69年 70～89年 90～02年

ＯＥＭ 鉱油  変圧器 ＮＤ数 0 0 0 0 0

検出数 0 0 0 0 0
検出ﾃﾞｰﾀ
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代 年代

～55年 56～72年 73～89年 90～02年

 ＮＤ合計 0 0 0 0 0 0 1 1 3 1 1 3 3 3 3 3 5 5 2 6 1 1 3 1 4 2 5 0 0 1 0 4 2 0 1 0 4 1 0 4 0 4 0 0 2 1 2 0 0 83 0 29 36 18

全ラインＰＣＢ分析合計 検出合計 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 10 1 0

分析合計 0 0 0 0 0 0 1 1 4 1 3 3 3 4 4 3 6 8 3 7 1 1 3 1 4 2 5 0 0 1 0 4 2 0 1 0 4 1 0 4 0 4 0 0 2 1 2 0 0 94 0 39 37 18

製造ﾗｲﾝ 油種類 品種 分類＼年度 '54 '55 '56 '57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 合計 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期

本社
Ｔ工場

本社
Ｃ工場

前橋
Ｌ工場

日新電機㈱

'82より合成油に切り替え生産停止

'71より生産開始

'７０迄京都Ｔで生産

'７０迄京都Ｃで生産

'７１より前橋Ｌで生産開始

'７１より前橋Ｌで生産開始

'８２より合成油に切り替え生産停止

'７１より生産開始

'６９迄京都Ｔで生産

'６９迄京都Ｃで生産

'７０より前橋Ｌで生産開始

'７０より前橋Ｌで生産開始

'７０迄京都Ｔで生産 '７１より前橋Ｌで生産開始'６９迄京都Ｔで生産 '７０より前橋Ｌで生産開始

（ﾄﾗﾝｽ油） （ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）

（ﾄﾗﾝｽ油）

'７０迄京都Ｃで生産 '７１より前橋Ｌで生産開始'６９迄京都Ｃで生産 '７０より前橋Ｌで生産開始

（ﾄﾗﾝｽ油）（ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）
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　微量ＰＣＢ調査分析結果【全　件】　（２００３年 7月３１日現在） 添付資料－３

Ａ時期：ＰＣＢ機器並行生産前  Ｂ時期：ＰＣＢ機器並行生産時期　Ｃ時期：PCB機器生産中止後　Ｄ時期：絶縁油管理の強化時期

s29 s30 s31 s32 s33 s34 s35 s36 s37 s38 s39 s40 s41 s42 s43 s44 s45 s46 s47 s48 s49 s50 s51 s52 s53 s54 s55 s56 s57 s58 s59 s60 s61 s62 s63 h1 h2 h3 h4 h5 h6 h7 h8 h9 h10 h11 h12 h13 h14 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期

製造ﾗｲﾝ 油種類 品種 分類＼年度 '54 '55 '56 '57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 合計 合計 合計 合計 合計

鉱油  変圧器 ＮＤ数 2 1 2 2 4 2 4 7 11 4 5 7 4 7 9 3 7 3 5 3 1 5 3 6 4 5 2 2 8 4 5 5 1 11 4 1 159 0 44 76 39
（ﾄﾗﾝｽ油）  ﾘｱｸﾄﾙ

 放電ｺｲﾙ 検出数 3 1 1 1 1 4 2 3 4 5 4 1 1 1 32 3 26 3 0
検出ﾃﾞｰﾀ 1.9 0.9 0.36 2.7 5.4 1.0 0.9 0.6 54 6.9 1.0 0.9 0.5 0.8
（ｐｐｍ） 4.1 2.7 0.6 0.6 1.8 1.7 1.0 年代 年代 年代 年代

4.8 2.7 2.2 8.6 1.5 12 ～58年 59～72年 73～89年 90～02年

0.5 0.9 11 0.5
0.9

鉱油 電力用 ＮＤ数 1 1 2 1 1 2 5 2 1 3 2 4 3 2 4 1 4 5 6 2 2 1 55 1 29 25 0
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） コンデンサ

検出数 1 1 2 0 2 0 0
検出ﾃﾞｰﾀ 2.3 0.6
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代

～56年 57～72年 73～81年

合成油 電力用 ＮＤ数 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 1 16 0 0 9 7
コンデンサ

検出数 0 0 0 0 0
検出ﾃﾞｰﾀ

年代 年代 年代
71～72年 73～89年 90～02年

鉱油 　計器用 ＮＤ数 2 1 1 2 1 2 2 2 6 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 32 0 9 18 5
（ﾄﾗﾝｽ油） 　　変成器
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 変圧器部 検出数 2 1 2 2 1 8 0 7 1 0

検出ﾃﾞｰﾀ 0.7 0.9 2 1.2 0.6
（ｐｐｍ） 0.7 2.0 4.0 年代 年代 年代 年代

～58年 59～69年 70～89年 90～02年

鉱油 　計器用 ＮＤ数 4 1 1 1 2 6 4 1 1 1 1 1 1 25 5 1 16 3
（ｺﾝﾃﾞﾝｻ油） 　　変成器
（ﾄﾗﾝｽ油） コンデンサ部 検出数 1 1 2 0 2 0 0

検出ﾃﾞｰﾀ 12 1.2
（ｐｐｍ） 年代 年代 年代 年代

～56年 57～69年 70～89年 90～02年

ＯＥＭ 鉱油  変圧器 ＮＤ数 1 1 1 4 1 1 1 1 7 4 1 23 0 7 15 1

検出数 3 1 4 0 3 1 0
検出ﾃﾞｰﾀ 0.8 0.9
（ｐｐｍ） 6.8 年代 年代 年代 年代

7.6 ～58年 59～72年 73～89年 90～02年

 ＮＤ合計 5 0 1 2 0 0 6 3 3 4 5 6 4 6 12 16 12 7 11 25 10 12 17 9 9 6 9 4 1 7 10 7 9 11 3 3 11 4 6 7 2 13 5 0 2 1 2 0 2 310 6 90 159 55

全ラインＰＣＢ分析合計 検出合計 0 0 0 0 3 0 1 0 1 3 3 4 4 4 2 4 4 5 5 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 48 3 40 5 0

分析合計 5 0 1 2 3 0 7 3 4 7 8 10 8 10 14 20 16 12 16 26 11 13 18 9 9 6 9 4 1 7 10 7 10 11 3 3 11 4 6 7 2 13 5 0 2 1 2 0 2 358 9 130 164 55

製造ﾗｲﾝ 油種類 品種 分類＼年度 '54 '55 '56 '57 '58 '59 '60 '61 '62 '63 '64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 合計 Ａ時期 Ｂ時期 Ｃ時期 Ｄ時期

本社
Ｔ工場

前橋
Ｌ工場

本社
Ｃ工場

日新電機㈱

'82より合成油に切り替え生産停止

'71より生産開始

'７０迄京都Ｔで生産

'７０迄京都Ｃで生産

'７１より前橋Ｌで生産開始

'７１より前橋Ｌで生産開始

'８２より合成油に切り替え生産停止

'７１より生産開始

'６９迄京都Ｔで生産

'６９迄京都Ｃで生産

'７０より前橋Ｌで生産開始

'７０より前橋Ｌで生産開始

（ﾄﾗﾝｽ油） （ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）

（ﾄﾗﾝｽ油）

（ﾄﾗﾝｽ油）（ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）

（ｺﾝﾃﾞﾝｻ
油）
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 製造ライン・年代別微量ＰＣＢ検出事例とＮＤグラフ （2003年７月31日現在） 添付資料－４

日新電機（株）

全製造ライン　すべての油入り機器（ＯＥＭのＮＤ２３件、検出４件を含む）
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54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

ＮＤ ３１０件

検出   ４８件

件
数

本社Ｔ工場　鉱油(ﾄﾗﾝｽ油)使用機器
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ＮＤ １５９件

検出   ３２件

件
数

本社Ｃ工場　鉱油(ｺﾝﾃﾞﾝｻ油)使用機器
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ＮＤ ５５件

検出   ２件

件
数

本社Ｃ工場　合成油使用機器
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54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

ＮＤ １６件

検出   ０件

件
数

前橋Ｌ工場　変圧器部機器
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54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

ＮＤ ３２件

検出   ８件

件
数

前橋Ｌ工場　コンデンサ部機器
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54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

ＮＤ ２５件

検出   ２件

件
数

１９６９年まで本社Ｃで生産

１９６９年まで本社Ｔで生産

Ａ時期

Ｄ時期

Ｃ時期Ｂ時期

Ａ時期

Ａ時期

Ａ時期

Ａ時期

Ｂ時期

Ｂ時期

Ｂ時期

Ｂ時期

Ｃ時期

Ｃ時期

Ｃ時期

Ｃ時期

Ｄ時期

Ｄ時期

Ｄ時期

Ｄ時期

１９７１年より生産開始

１９８２年より合成油に切り替え生産停止

ｇ3添付４　分析ﾗｲﾝ別年代グラフ.xls


